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論文題目    蓄電デバイス用グラフェン系電極材料の構造・特性制御 
           
 





















成）プロセスを多数回（1 - 3 回）繰り返すことにより欠陥量を制御し（GSs1、GSs2、GSs3）、
欠陥及び構造等の制御が電気化学特性に与える影響を調べた。得られたグラフェンシート












べた。電流密度 500 mA g-1の充放電試験結果、GSs1、GSs2、GSs3 はそれぞれ 22 mAh g-1、 


















で酸化還元反応ピークが観察された。アントラキノンが約-0.15 V (vs. Ag/AgCl)で酸化還元
反応をするため、PAQS も低電位側で酸化還元活性を示すと考えられる。PAQS/GSs 複合体
は、0 V vs. Ag/AgCl の電位で酸化還元活性であり、PAQS 電極より大きい電流値を示した。
これは、複合化により PAQS の分散性が高まったためと考えられる。また、PAQS/GSs 複合
体は高いサイクル安定性を示し、200 サイクル後でも約 70 mAh g-1 (250 F g-1)の容量を維持
した。これより、キノンポリマーのグラフェンとの複合化は、より大容量を得るための電
極作製手法として有効であることが明らかとなった。 
最後に第５章で、本研究で得られた結果を総括した。欠陥を導入したグラフェンのリチ
ウムイオン電池の電極特性評価により、欠陥はリチウム貯蔵サイトとして有効に作用し、
欠陥やエッジ面量が増えると、容量及びサイクル特性が向上することを確認した。グラフ
ェンの欠陥は電気化学キャパシタの電極特性の向上にも寄与することをグラフェンの比
表面積を制御することにより確認した。アントラキノンポリマー/グラフェン複合体の電極
特性評価により、グラフェンとの複合体はポリマーの高分散化を可能とし、電極の酸化還
元反応活性の向上に寄与することが明らかとなった。これらの結果から、欠陥導入量の最
適な条件探索及び複合化プロセスの導入により、蓄電デバイスの目的に合わせた特性向上
が可能になると考えられ、グラフェンは蓄電デバイス電極材料として優れた材料であるこ
とを明らかにした。 
 
